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　境界条件を変分定理によって導いた場合に，滑らかな

曲隷に沿っての一周積分で済まされているのが常であ

る．しかし，実際問題の境界は，境界線がSmeeth　cu－

rveで構成されるよりは，特異点の存在する直線縁であ

る場合が多い．一方一周積分が可能であるためには被嶺

分関数の連続性がモの区間において保証されなければな

らない．したがってこの特異点の存在と被秋分関数のこ

の点における連続性にっいての考察が必要である，本論

はこの境界線上の特異点とこの点に生ずる集中反力の関

係についてこれを明らかにし，またReissnerが文献（1）

で示した直接法を境界値問題に適用するアプローチをシ

エル，平板について展開しようとするものである．

　　　．　　　1．境界値問題について

　簡単のために問題はすべて線型で考えることにする

Total　Potential　Energyは，
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（1）式の共変微分の項を部分稜分すると，
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　ここで境鼻力および変位を境界線にそって，法線方向

および接線方向に分ける．

　　　　象1ご1識，轡嬬詠加1（3）

（3），（4）式を用いると，
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　　　　　　　　（2）式の線積分は，
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したがってTotal　Potential　Energyは
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　（6）式の二露籏分は，釣合条件式と変位の積で表わさ

れている．微分式の解が班知の場合でも，境界値を与え

未定定数を決定することが困難なことがあムたとえば

円筒に方形朋口が存在する問題tこのような時に微分式

の解を（6）…式に代入すると，二重積分の項は恒等的に⑪

であるから，線穣分のみが残る．エネルギーの停留条件

は，線蹟分についてのみ考えれば、良い、ただし，Argu・

mentは解の未知定数のみとな乱　したがって，
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これより，

　　　　δ∫＝＝SI・寵o　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）

〔9）式で示される停留条件が境界誼問題の境界条件に代

るものである．
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合に相当する．十分な粘度が予想されるアプローチであ

る，文献3）は円筒シエルの円孔周辺の応力集申を扱っ

たものであるが文献2）の方法に従ってd、る．通常の方

法で境界条件を与えた4）と良く一致している．

　2．境界線上の特異点と，その点における集中反力

　　　について

　線搬分が可能であるためには，被積分関数がその区間

で迎続であることを必要とする．境界におけるReacti。n

とこれに対応する変位との積は，境界における被仕了を

示しているが，（8）式よりこれらを取り出すと，
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いま，境界線上に持異点が存在しているとする．鋤でも

明らかなようにWの他はすべて特異点において不速続

となる関数である．したがって（1の式は次の形式に警き1

i直さなければならない・
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ここで，H｛∂w／∂5）岩∂（H・w）／∂S－一｛δH／∂5）・wとおく，

この闘係を（11）式に代λして定稜分を行なうと，
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　VaQa＋∂Hノ∂Sがいわゆる換算嘆∫断力といわれるもの

に相当する，同様にして5・～Soの積分も表示できる．

一般にπケの特異点が存在する場合に拡張することは容

易である．以上の検討により，境界線上に特異点が浮在

する場合でも，1節の方法は適用可能となり，（8）式の

表現は次武の形に代えられる，
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（15）式を用いることで，方形開□による応力集中問題な

どの扱いが可能となる．また特異点が存在しない場合に

は，＆でHは連続し
　　　　H（Si＋o）＝　H（S’　一一〇）

となり，集中反力は消滅する．

　　　　　　　　　　　　　　（19691年7月31日受理）
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